
令和8年度　和歌山商工会議所　事業計画・収支予算
■基本的な考え方

【課題克服のため取り組むべきこと】

【基本姿勢：夢ある和歌山の創造～変革と創造のサポート～】
令和8年度は以下4つの重点項目を軸に事業を展開します。

1．成長意欲のある中小企業・小規模事業者の総合経営力向上に向けた支援

2．産官学・地域連携による産業振興と持続可能な観光地域づくり　

◆持続的な賃上げと成長投資に向けた生産性向上
◆価格転嫁、付加価値拡大、新事業展開など複数の方策を組み合わせた総合経営力の向上
◆地域のポテンシャルを最大限に引き出し、地域全体で「稼ぐ力」の向上

【昨今の経済情勢】

重点項目１
成長意欲のある中小企業・
小規模事業者の総合経営力

向上に向けた支援

重点項目２
産官学・地域連携による
産業振興と持続可能な
観光地域づくり

重点項目３
適時・適切な
意見要望活動

重点項目4
組織の強化と
財政基盤の確立

生産性向上・賃上げに向けた
環境整備支援

生成AI活用・DX支援

CO２排出量削減・GX支援

販路開拓・海外展開支援

人材確保支援

事業承継・再生支援

地域資源を活用した
「和歌山ブランド」の構築

万博レガシーを活用した
地域活性化・観光戦略

ローカルファーストの
更なる推進　

わかやま商工まつりの開催

中小・小規模事業者
のための経済対策
税制改正・金融対策他

交通基盤や港湾整備など
都市機能強化

景気動向調査など
各種調査の実施

会員増強の推進

新事務所における
運営開始と

支援サービスの充実

会員サービスの充実

所内デジタル化推進

常議員視察研修の実施

環境と人を結び付けた
持続可能な環境地域づくり 【1,000千円】
「和歌の浦干潟ラムサール条約登録」に
向け、和歌山大学の干潟観察会との連
携によるセミナーなど機運醸成活動を
開始し、地域資源のブランド化を促進

　　　第７8回わかやま商工まつり
 【２９,０００千円】
「産業展」テーマエリアでは、進展が目ま
ぐるしい生成AI技術を来場者に広く体
験いただくとともに、BtoBのビジネスに
もつながる取組を新たに実施

大河ドラマ「豊臣兄弟！」ほか
歴史を継承する機運醸成活動

豊臣兄弟ゆかりの地として和歌山をPR
する機会と捉え、醸成活動を展開。併せ
て、「和歌祭」への協力、「家康公検定」の
PR活動と試験施行への協力

３．適時・適切な意見要望活動
企業支援・地域振興等に関する要望
中小企業支援や産業政策に関する行
政・関係機関への意見要望活動。事業
承継税制の恒久化、金融対策に向けた
政策提言

社会資本整備充実に向けた要望
JR和歌山駅周辺の再開発、高規格幹線
道路の早期実現、下津港の物流機能強
化等、魅力と活力ある和歌山市の実現に
向けた要望活動

経営・政策課題に関する調査活動
経済・社会情勢の急激な変化による地
域経済への影響を把握するWEB調査
や個別のヒアリング調査を実施

4．組織の強化と財政基盤の確立

NEW 新事務所における運営開始と
支援サービスの充実

２階：事務局、相談室、展示スペース、
　　  パソコン教室
３階：会頭室、議員会室、会議室、
　　  事業承継・引継ぎ支援センター
活性化協議会はWajima十番丁ビル
３階へ移転

組織一丸となった会員増強推進

庁舎移転に伴いテナント・貸会議室収
入が減少する中で、会員委員会の提案
をもとに7・8月の２か月にわたる会員増
強キャンペーンを実施。組織率の増加
と会費収入の増加を目指す

拡充　　  常議員視察研修の実施
 【1,000千円】
「夢ある和歌山の創造」をテーマに、
一般的には公開されておらず見学機
会の限られた施設や企業等の視察研
修を実施

令和８年度 収支予算総括表
（自：令和８年４月１日　至：令和９年3月31日）

（注）内部取引は、各会計間の繰入金・繰出金の相殺

（単位：千円）

※令和8年度 事業計画・収支予算の詳細はこちら　➡

【予算のポイント】
◎実質的な事業予算は、一般会計、中小企業相談所会計を併せた約16億円
◎一般会計の増額は、主に旧庁舎の解体費用約６億円を計上
◎商工会議所庁舎は、新年度解体予定であるため、庁舎管理のための管理会計は７年度で廃止し、
　移転後の家賃や共益費などの必要項目を一般会計に移動
◎緊急の用に備える事業準備積立金・緊急準備積立金に計5,290万円計上（累計９億4,888万円）
※積立金取崩：７年度　庁舎仮移転関係事業費約3億3,000万円
　　　　　　　８年度　旧庁舎解体費５億4,000万円

会　　計　　別
一 般
中 小 企 業 相 談 所
管 理
特定退職金共済事業
退 職 給 与 積 立 金
内　部　取　引 ( 注 )
合　　　　　　　　計

本年度予算額（A）
1,388,220
222,990

０
362,300
186,200

    △38,970
2,120,740

前年度当初予算額（B）
693,690
221,110
93,730
364,650
219,900
△53,410
1,539,670

   増減(A)－(B)
694,530
1,880

△93,730
△2,350
△33,700
14,440
581,070

◆日経平均が最高値を更新。デフレからの脱却、コストカット型経済から成長型経済への転換期
◆「物価の値上げ」「賃上げ」「日銀の政策金利の引上げ」。３つの上げが経営環境へもたらす影響大
◆高市政権は戦略分野への投資を加速させる方針。国内外投資の活性化に大きな期待
◆企業活動は緩やかな成長を続ける一方、人手不足、物価上昇、サイバー攻撃等、新たな懸念材料

持続的な賃上げや成長投資確保に向けた支援
NEW 環境整備支援補助金伴走支援

 【10,020千円】
県が新設する生産プロセスの改善や収
益構造の強化に資する設備投資に対す
る補助金申請を支援

（補助額：上限1,000万）

NEW 生成AIによる生産性向上支援
 【840千円】

「ChatGPT」「Gemini」「Copilot」とい
った生成AIビジネスツールそれぞれの
活用方法を深堀りし、ハンズオンで学ぶ
「生成AIワークショップ」を開催

補助金活用支援 【1,550千円】
小規模事業者持続化補助金などの申請
支援。「市場情報評価ナビMiena（ミー
ナ）」のデータを活用した需要動向把握
と商圏分析による事業計画策定、エリア
マーケティング、創業・事業化を支援

人手不足解消に向けた人材確保・定着・育成と就労環境整備に向けた支援
NEW 高校生応援事業 【1,000千円】

企業が有する高度な技術や専門的な知
見を高校生の部活動や学科における実
技指導として広く提供し、仕事の面白さ
を伝えていく。企業の認知度向上や採
用活動の一助にもつなげる

　　  世界に誇るものづくり企業見学会
 【2,200千円】
先端技術を活用し、ものづくりに取り組む
地元企業の製造技術や社風を体感する
企業見学会。就職を目前に控える工業高
校の生徒を対象にした企業見学会を併せ
て実施

合同入社式、新入社員研修
優良従業員表彰　【2,820千円】
地域を挙げて社会人としての門出を祝
福する「合同入社式」、企業の未来を託
せる人材への成長を導く「新入社員研修
」、永く勤め、優秀な従業員に感謝を伝え
る「優良従業員表彰」など幅広く支援

新たな販路拡大に向けた商品力強化とビジネスマッチング支援　
大型商業施設×会員事業所
マッチング事業 【1,000千円】

市内大型商業施設に催事・テナント出
店し、販路を拡大するための個別商談
会。今年度より県内７商工会議所との広
域マッチングを実施

NEW ふるさと納税ワークショップ
 【150千円】

選ばれる「ふるさと納税返礼品」を目指
すため、ブランド力、マーケティング力、
品質管理など総合的な強化に向けたワ
ークショップを初開催

展示会・商談会への出展支援
 【１,３２０千円】
「インターナショナル・ギフトショー」「通
販食品展示商談会」等、東京・大阪など
県外における展示会・商談会やオンラ
イン展示会等への出展を支援

拡充

拡充
「目指せ！わかやまの星☆プロジェクト」

中小企業・小規模事業者の創業・事業継続・承継・再生支援
創業前後の小規模事業者への支援
 【360千円】
経営・財務・販路開拓・人材育成を中心
とした実践的な知識を体系的に学ぶ、
特定創業支援等事業「創業セミナー」の
開催等

事業承継・引継ぎ支援センター　
 【107,000千円】
後継者未定や不在、譲受希望の中小企業
等に第三者承継、親族内承継など事業承
継・引継ぎをワンストップで支援

中小企業活性化協議会
 【329,000千円】
事業・財務面の改善を図る再生支援や
事業継続困難な企業や保証債務に悩む
経営者に円滑な廃業や再チャレンジに
向けた支援を実施

拡充 拡充 拡充

NEW
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令和8年度　和歌山商工会議所　事業計画・収支予算
■基本的な考え方

【課題克服のため取り組むべきこと】

【基本姿勢：夢ある和歌山の創造～変革と創造のサポート～】
令和8年度は以下4つの重点項目を軸に事業を展開します。

1．成長意欲のある中小企業・小規模事業者の総合経営力向上に向けた支援

2．産官学・地域連携による産業振興と持続可能な観光地域づくり　

◆持続的な賃上げと成長投資に向けた生産性向上
◆価格転嫁、付加価値拡大、新事業展開など複数の方策を組み合わせた総合経営力の向上
◆地域のポテンシャルを最大限に引き出し、地域全体で「稼ぐ力」の向上

【昨今の経済情勢】

重点項目１
成長意欲のある中小企業・
小規模事業者の総合経営力

向上に向けた支援

重点項目２
産官学・地域連携による
産業振興と持続可能な
観光地域づくり

重点項目３
適時・適切な
意見要望活動

重点項目4
組織の強化と
財政基盤の確立

生産性向上・賃上げに向けた
環境整備支援

生成AI活用・DX支援

CO２排出量削減・GX支援

販路開拓・海外展開支援

人材確保支援

事業承継・再生支援

地域資源を活用した
「和歌山ブランド」の構築

万博レガシーを活用した
地域活性化・観光戦略

ローカルファーストの
更なる推進　

わかやま商工まつりの開催

中小・小規模事業者
のための経済対策
税制改正・金融対策他

交通基盤や港湾整備など
都市機能強化

景気動向調査など
各種調査の実施

会員増強の推進

新事務所における
運営開始と

支援サービスの充実

会員サービスの充実

所内デジタル化推進

常議員視察研修の実施

環境と人を結び付けた
持続可能な環境地域づくり 【1,000千円】
「和歌の浦干潟ラムサール条約登録」に
向け、和歌山大学の干潟観察会との連
携によるセミナーなど機運醸成活動を
開始し、地域資源のブランド化を促進

　　　第７8回わかやま商工まつり
 【２９,０００千円】
「産業展」テーマエリアでは、進展が目ま
ぐるしい生成AI技術を来場者に広く体
験いただくとともに、BtoBのビジネスに
もつながる取組を新たに実施

大河ドラマ「豊臣兄弟！」ほか
歴史を継承する機運醸成活動

豊臣兄弟ゆかりの地として和歌山をPR
する機会と捉え、醸成活動を展開。併せ
て、「和歌祭」への協力、「家康公検定」の
PR活動と試験施行への協力

３．適時・適切な意見要望活動
企業支援・地域振興等に関する要望
中小企業支援や産業政策に関する行
政・関係機関への意見要望活動。事業
承継税制の恒久化、金融対策に向けた
政策提言

社会資本整備充実に向けた要望
JR和歌山駅周辺の再開発、高規格幹線
道路の早期実現、下津港の物流機能強
化等、魅力と活力ある和歌山市の実現に
向けた要望活動

経営・政策課題に関する調査活動
経済・社会情勢の急激な変化による地
域経済への影響を把握するWEB調査
や個別のヒアリング調査を実施

4．組織の強化と財政基盤の確立

NEW 新事務所における運営開始と
支援サービスの充実

２階：事務局、相談室、展示スペース、
　　  パソコン教室
３階：会頭室、議員会室、会議室、
　　  事業承継・引継ぎ支援センター
活性化協議会はWajima十番丁ビル
３階へ移転

組織一丸となった会員増強推進

庁舎移転に伴いテナント・貸会議室収
入が減少する中で、会員委員会の提案
をもとに7・8月の２か月にわたる会員増
強キャンペーンを実施。組織率の増加
と会費収入の増加を目指す

拡充　　  常議員視察研修の実施
 【1,000千円】
「夢ある和歌山の創造」をテーマに、
一般的には公開されておらず見学機
会の限られた施設や企業等の視察研
修を実施

令和８年度 収支予算総括表
（自：令和８年４月１日　至：令和９年3月31日）

（注）内部取引は、各会計間の繰入金・繰出金の相殺

（単位：千円）

※令和8年度 事業計画・収支予算の詳細はこちら　➡

【予算のポイント】
◎実質的な事業予算は、一般会計、中小企業相談所会計を併せた約16億円
◎一般会計の増額は、主に旧庁舎の解体費用約６億円を計上
◎商工会議所庁舎は、新年度解体予定であるため、庁舎管理のための管理会計は７年度で廃止し、
　移転後の家賃や共益費などの必要項目を一般会計に移動
◎緊急の用に備える事業準備積立金・緊急準備積立金に計5,290万円計上（累計９億4,888万円）
※積立金取崩：７年度　庁舎仮移転関係事業費約3億3,000万円
　　　　　　　８年度　旧庁舎解体費５億4,000万円

会　　計　　別
一 般
中 小 企 業 相 談 所
管 理
特定退職金共済事業
退 職 給 与 積 立 金
内　部　取　引 ( 注 )
合　　　　　　　　計

本年度予算額（A）
1,388,220
222,990

０
362,300
186,200

    △38,970
2,120,740

前年度当初予算額（B）
693,690
221,110
93,730
364,650
219,900
△53,410
1,539,670

   増減(A)－(B)
694,530
1,880

△93,730
△2,350
△33,700
14,440
581,070

◆日経平均が最高値を更新。デフレからの脱却、コストカット型経済から成長型経済への転換期
◆「物価の値上げ」「賃上げ」「日銀の政策金利の引上げ」。３つの上げが経営環境へもたらす影響大
◆高市政権は戦略分野への投資を加速させる方針。国内外投資の活性化に大きな期待
◆企業活動は緩やかな成長を続ける一方、人手不足、物価上昇、サイバー攻撃等、新たな懸念材料

持続的な賃上げや成長投資確保に向けた支援
NEW 環境整備支援補助金伴走支援

 【10,020千円】
県が新設する生産プロセスの改善や収
益構造の強化に資する設備投資に対す
る補助金申請を支援

（補助額：上限1,000万）

NEW 生成AIによる生産性向上支援
 【840千円】

「ChatGPT」「Gemini」「Copilot」とい
った生成AIビジネスツールそれぞれの
活用方法を深堀りし、ハンズオンで学ぶ
「生成AIワークショップ」を開催

補助金活用支援 【1,550千円】
小規模事業者持続化補助金などの申請
支援。「市場情報評価ナビMiena（ミー
ナ）」のデータを活用した需要動向把握
と商圏分析による事業計画策定、エリア
マーケティング、創業・事業化を支援

人手不足解消に向けた人材確保・定着・育成と就労環境整備に向けた支援
NEW 高校生応援事業 【1,000千円】

企業が有する高度な技術や専門的な知
見を高校生の部活動や学科における実
技指導として広く提供し、仕事の面白さ
を伝えていく。企業の認知度向上や採
用活動の一助にもつなげる

　　  世界に誇るものづくり企業見学会
 【2,200千円】
先端技術を活用し、ものづくりに取り組む
地元企業の製造技術や社風を体感する
企業見学会。就職を目前に控える工業高
校の生徒を対象にした企業見学会を併せ
て実施

合同入社式、新入社員研修
優良従業員表彰　【2,820千円】
地域を挙げて社会人としての門出を祝
福する「合同入社式」、企業の未来を託
せる人材への成長を導く「新入社員研修
」、永く勤め、優秀な従業員に感謝を伝え
る「優良従業員表彰」など幅広く支援

新たな販路拡大に向けた商品力強化とビジネスマッチング支援　
大型商業施設×会員事業所
マッチング事業 【1,000千円】

市内大型商業施設に催事・テナント出
店し、販路を拡大するための個別商談
会。今年度より県内７商工会議所との広
域マッチングを実施

NEW ふるさと納税ワークショップ
 【150千円】

選ばれる「ふるさと納税返礼品」を目指
すため、ブランド力、マーケティング力、
品質管理など総合的な強化に向けたワ
ークショップを初開催

展示会・商談会への出展支援
 【１,３２０千円】
「インターナショナル・ギフトショー」「通
販食品展示商談会」等、東京・大阪など
県外における展示会・商談会やオンラ
イン展示会等への出展を支援

拡充

拡充
「目指せ！わかやまの星☆プロジェクト」

中小企業・小規模事業者の創業・事業継続・承継・再生支援
創業前後の小規模事業者への支援
 【360千円】
経営・財務・販路開拓・人材育成を中心
とした実践的な知識を体系的に学ぶ、
特定創業支援等事業「創業セミナー」の
開催等

事業承継・引継ぎ支援センター　
 【107,000千円】
後継者未定や不在、譲受希望の中小企業
等に第三者承継、親族内承継など事業承
継・引継ぎをワンストップで支援

中小企業活性化協議会
 【329,000千円】
事業・財務面の改善を図る再生支援や
事業継続困難な企業や保証債務に悩む
経営者に円滑な廃業や再チャレンジに
向けた支援を実施

拡充 拡充 拡充

NEW
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